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新年のあいさつ新年のあいさつ



多くの方々にご参加頂きほぼ満席の会場風景

  

平
成
二
十
八
年
度

　
税
務
合
同
研
修
会
開
催

髙橋会長　挨拶

池田副署長の講演「お酒と税のはなし」

挙
行
日  

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日（
水
）

場　

所  

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館 

 

次
の
方
々
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎ 

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰
受
彰
者

 

・
常
任
理
事 

丸
山　

晶
子 

殿

 

・
常
任
理
事 

本
橋　

義
雄 

殿

 

◎ 

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状
受
彰
者

 

・
常
任
理
事　

 

金
山　

仁
子 

殿 

 

・
常
任
理
事　

 

坂
口
亀
一
郎 

殿 

 

・
理　
　

事　

 

藤
島　

秀
憲 

殿 

日　

時  

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日（
火
）

会　

場  

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

 

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎ 

東
京
国
税
局
長
表
彰
受
彰
者

　

 

井
口
運
送（
株
）

　

 

専
務
取
締
役　

井
口
昌
光 

殿

日　

時  

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日（
火
）

会　

場  

練
馬
都
税
事
務
所

  

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

◎ 

都
税
務
功
労
者
感
謝
状
受
彰
者

 　
（
株
）オ
オ
ツ
カ

　

 

代
表
取
締
役　

荒
井
秋
海 

殿

練馬西税務署長表彰受彰者

平
成
二
十
八
年
度 

納
税
表
彰
式

平
成
二
十
八
年
度 

東
京
国
税
局
長
表
彰
式

平
成
二
十
八
年
度 

都
税
務
功
労
者
表
彰
式

練馬西税務署長感謝状受彰者

高橋克彰氏の講演「美人は夜つくられる？」
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東京国税局長・功労者・納税表彰式
税務合同研修会

税理士会ニュース

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
回
掲
載
し
ま
し
た
配
偶
者
控
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自

民
党
、
公
明
党
に
よ
る「
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
」
で

配
偶
者
控
除
は
現
行
の
一
〇
三
万
円
の
ま
ま
で
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
適
用
要
件（
現
行
は
一
〇
三
万
円
か
ら
一
四
一
万

円
ま
で
）
を
、
一
五
〇
万
円
か
ら
二
〇
一
万
円
ま
で
に
拡
大

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
相
手
の
課
税
所
得
が

九
〇
〇
万
円（
給
与
年
収
一
一
二
〇
万
円
）
を
超
え
る
と
、
配

偶
者
特
別
控
除
の
み
な
ら
ず
配
偶
者
控
除
ま
で
も
段
階
的

に
減
少
し
、
課
税
所
得
一
〇
〇
〇
万
円（
給
与
年
収

一
二
二
〇
万
円
）
を
超
え
ま
す
と
、
控
除
額
は
〇
円
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
所
得
制
限
を
設
け
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

所
得
税
は
平
成
三
〇
年
分
か
ら
、
住
民
税
は
平
成
三
十
一
年

分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
給
与
収
入
一
三
〇
万
円（
条
件
に

よ
り
一
〇
六
万
円
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
を
超
え
ま
す
と
社

会
保
険
料
の
負
担
も
増
え
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
で
平
成
三
〇
年
以
降
に
引
き
渡
さ

れ
る
二
〇
階
建
て
以
上
の
新
築
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の

固
定
資
産
税
を
見
直
し
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
一
月
の
相

続
税
法
改
正
に
よ
り
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価
額
と
時

価
の
差
を
つ
い
た
節
税
対
策（
タ
ワ
マ
ン
節
税
）で
す
が
、

今
後
は
中
層
階
か
ら
上
の
フ
ロ
ア
の
税
額
は
一
階
上
が
る

ご
と
に
約
〇
・二
五
％
ず
つ
増
税
、
下
の
フ
ロ
ア
は
一
階
ご

と
に
同
率
だ
け
減
税
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
は
一
〇
年
超
の
居
住

者
を
除
き
、
海
外
移
住
に
伴
う
相
続
税
の「
五
年
ル
ー
ル
」

を「
一
〇
年
ル
ー
ル
」
に
見
直
し
ま
す
。
こ
れ
は
相
続
人
と
被

相
続
人
が
海
外
に
五
年
超
住
ん
で
い
れ
ば
、
現
行
で
は
海
外

資
産
に
日
本
の
相
続
税
を
課
税
し
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
の
税
制
改
正
大
綱
は
、
富

裕
層
の
過
度
な
節
税
を
防
止
す
る

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

渡辺浩章 広報部長

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日（
月
）
十
四
時
よ
り

ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル
に
て
、
税
務
合
同
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
一
五
七
名
の
方
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。
公
益
事
業
委
員
会
の
町
田
光
副

委
員
長
の
司
会
で
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
始
め

に
髙
橋
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
練
馬
西
税
務
署
、
池
田
誠
副
署
長
の

「
お
酒
と
税
の
は
な
し
」
の
講
演
で
、
お
酒
と
税
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
頂
き
ま

し
た
。

　

二
部
は
講
師
、
睡
眠
改
善
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
高
橋
克
彰
氏
に
よ
る「
美
人
は
夜
つ
く
ら
れ

る
？
」
の
講
演
で
し
た
。
経
歴
が
異
色
で
防
衛
大
学

卒
業
後
、
海
上
自
衛
隊
に
任
官
・
退
官
後
ス
パ
・
セ
ラ

ピ
ス
ト
業
界
に
転
身
さ
れ
た
方
で
す
。
レ
ジ
メ
を
頂

き
、
美
人
に
な
る
た
め
の
睡
眠
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
！

に
沿
っ
て
色
々
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
良
い
睡
眠
の

た
め
の
秘
訣
は
、
一
日
の
メ
リ
ハ
リ
が
大
事
！
と
い

う
事
で
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
で
高
得
点
の
方
が
ち
ら
ほ

ら
い
ま
し
た
。
さ
す
が
美
人
揃
い
？
で
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
高
本
副
委
員
長
か
ら
あ
り
、
無
事

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
昼
か
ら
準
備
に
ご
協
力
頂

い
た
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
吉
田
久
美
子
）
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社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

非
常
に
硬
い
金
型
で
す

　

私
達
の
身
近
に
お
い
て
も
多
く
の
金
型
が
使
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。
金
型
は
同
じ
形
状
の
も
の
を
大
量
に

作
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
大
量
に
作
る
か
ら
こ

そ
、
高
品
質
な
金
型
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
社
は
超
硬
合
金
素
材
の
金
型
の
製
造
を
し
て
い

ま
す
。
鉄
・
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
・
銅
・
真
鍮
な
ど
色
々

な
金
属
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
高

硬
度
合
金
で
金
型
製
作
し

て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

非
常
に
摩
耗
し
に
く
い
工

具
・
金
型
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
力
製
品
は
線
材
や
パ

イ
プ
な
ど
を
生
産
す
る
時

に
用
い
る
引
き
抜
き
や
押

し
出
し
の
工
具
で
あ
る

「
ダ
イ
ス
」
や「
プ
ラ
グ
」。
た
と
え
ば
、
自
転
車
を
解

体
す
る
と
、
パ
イ
プ
状
の
部
品
が
至
る
所
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
パ
イ
プ
を
作
る
た
め
の
工
具
が「
ダ

イ
ス
」
と「
プ
ラ
グ
」。
一
九
六
八
年（
昭
和
四
十
三
）

の
創
業
以
来
、
今
も
な
お
メ
イ
ン
の
取
扱
製
品
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
塑そ

性せ
い

加
工
用
金
型
と
い
う
分
野
に
な
り

ま
す
。
塑そ

性せ
い

加
工
と
は
、
物
質
の
塑そ

性せ
い

を
利
用
し
、

材
料
に
大
き
な
力
を
加
え
て
変
形
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
目
的
と
す
る
形
状
に
加
工
す
る
こ
と
で
す
。

　

当
社
の
金
型
品
質
が
顧
客
の
目
的
の
製
品
品
質
に

直
結
す
る
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
金

型
へ
の
要
求
品
質
は
非
常
に
高
く
、
ミ
ク
ロ
ン
オ
ー

ダ
ー（
一
〇
〇
〇
分
の
一
ミ
リ
）
で
の
、
も
の
つ
く
り
、

表
面
品
質
は
鏡
面
仕
上
げ（
鏡
の
よ
う
な
磨
き
上
げ
）

と
し
て
製
作
し
て
お
り
、
国
内
外
の
顧
客
に
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
新
た
な
る
金
型
分
野
へ
の
進
出
や
、
高
付

加
価
値
生
産
へ
の
挑
戦
で
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
福
は
、
健
康
の
中
に
あ
る

　

我
が「
Ｍ
Ｒ
ア
ス
カ
」
は
、
生
体
生
理
学
に
基
づ
く
整

体
と
ス
キ
ン
ケ
ア
ー
の
治
療
院
で
す
。
四
足
歩
行
か
ら

トーワデンコウ
株式会社

〔
第
一
支
部
〕

東
大
泉
二
|
十
一
|
十

電
話
〇
三-

三
九
二
二-

三
七
一
〇

代
表
取
締
役  

山
田
　
博
和

渡
邉
さ
ん
は
一
支
部
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

（
湯
本
春
枝
） 

非
常
に
硬
い
商
品
を
扱
う
会
社
で
す
が
、
心
優
し
い
方
で
す
。

技
術
を
要
す
る
お
仕
事
、
国
内
外
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

協
力
し
て
下
さ
い
。 

（
湯
本
春
枝
）

〔
第
一
支
部
〕

東
大
泉
六
|
三
十
四
|
四
十
一
|
四
〇
五

電
話
〇
三-

五
九
三
五-

九
一
七
四

代
表
取
締
役  

渡
邉
　
巴

株式会社
ＭＲアスカ

課
題
解
決
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

　

昭
和
三
十
八
年
十
二
月
、
石
神
井
公
園
商
店
街
の
中

に
店
舗
を
開
設
し
て
以
来
五
十
三
年
の
間
、
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ま
に
ご
預
金
や
お
振

込
な
ど
の
決
済
、
お
借
入
な
ど

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
み
な
さ

ま
に
支
え
ら
れ
て
営
業
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
お
客
さ
ま
第
一
」

を
追
求
し
、
ど
の
様
な
ご
質
問

に
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
わ
か

り
や
す
く
ご
説
明
し
、〝
さ
す
が

〈
み
ず
ほ
〉〟〝
や
は
り〈
み
ず
ほ
〉〟
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
は
、
今
年
度
か

ら
の
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、「
総
合
金
融
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
資
産
や
事
業
の
承
継
に
係
る
課
題
や
相
続
・
不
動

産
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
、
一
緒
に
議
論
す
る
事
か
ら

始
め
、
解
決
方
法
を
お
示
し
す
る
と
こ
ろ
ま
で
対
応
し

ま
す
。み
ず
ほ
銀
行
が
窓
口
と
な
り
、グ
ル
ー
プ
会
社（
み

ず
ほ
信
託
銀
行
や
み
ず
ほ
証
券
な
ど
）
の
力
を
結
集
し
、

お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
に
対
し
、
解
決
の
道
筋
を
示

す
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

み
ず
ほ
銀
行
は
、
現
在
、
相
続
遺
言
セ
ミ
ナ
ー
や
資

産
運
用
、
医
療
保
険
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
毎
月

開
催
し
、
土
曜
・
日
曜
も
月
二
回
、
休
日
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

近
年
は
、
特
に
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
振
り
込

め
詐
欺
被
害
の
防
止
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
な

さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
末
永
く
お
取
引
い
た
だ
け
る
よ

う
全
員
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
趣
味
も
含
め
思
考
す
る
事
で
脳

も
活
性
し
認
知
症
の
防
止
、
快
適
な
排
泄
と
睡
眠
の
快
便

快
眠
に
よ
る
休
養
を
取
り
心
身
の
疲
労
回
復
を
図
り
、
総

括
的
に
最
善
な
生
活
習
慣
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
も

出
来
る
だ
け
意
識
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
病
気
の
原

因
は
遺
伝
二
十
五
％
生
活
習
慣
七
十
五
％
と
の
疫
学
的
な

統
計
も
あ
る
よ
う
で
す
。
人
間
の
営
み
は
前
述
し
ま
し
た

よ
う
に
食
べ
る
、
動
く
・
考
え
る
・
排
泄
・
休
養
の
五
業
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
又
勝
手
な
造
語
で
す
が
頭
文
字
を

取
っ
て（
食
・
動
・
考
・
排
・
休
）の
五
業
を
私
の
銘
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
五
業
に
よ
り
免
疫
機
能
も
向
上
し
健
康
長
寿

の
一
役
の
支
え
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
医

療
で
あ
る
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー（
人
間
全
体
の
体
性
機
能
障

害
）病
気
の
予
防
か
ら
治
療
ま
で
の
科
目
を
現
在
研
修
中
で

す
。
当
院
は
効
果
の
あ
る
治
療
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
は

健
康
は
お
金
で
買
う
も
の
で
は
な
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま

す
。
人
間
は
自
然
環
境
の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
本

質
は
中
枢
で
あ
る
脳
の
成
せ
る
業
で
す
。
全
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
病
は
気
か
ら
、
即
ち
気
は
心（
脳
思
考
）で
は
な
い
で

健
康
と
長
寿

　

開
業
し
て
約
四
十
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
少
年
野
球

の
杉
並
リ
ト
ル
リ
ー
グ
の
治
療
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

講
道
館
柔
道
七
段
と
し
て
柔
道
指
導
員
、
中
学
校
柔
道
授

業
協
力
員
、
東
京
都
柔
道
連
盟
四
・
五
段
審
議
委
員
を
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
も
有
し
て
お

り
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
大
学
の
運
動
と

健
康
、
認
知
行
動
療
法
の
専
科
を
履
修
し
て
南
田
中
の
敬

老
館
で
、
私
が
創
作
し
た
何
処
で
も
、
誰
で
も
、
普
段
着
で

出
来
る『
健
康
長
生
き
体
操
』
と
称
し
て
高
齢
者
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
勿
論
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
特
に
高
齢

者
に
は
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
、
転
ば
な
い
、
怪
我
を
し
な
い
、

こ
の
頭
文
字
Ｋ
を
取
っ
て
三
Ｋ
と
勝
手
に
造
語
し
、
三
Ｋ
に

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。
自
律
神
経
免
疫

研
究
会
に
て
自
律
神
経
と
身
体
の
相
関
関
係
を
研
修
し
ま

し
た
。
人
間
は
動
く
物
と
し
て
動
物
と
言
わ
れ
る
所
以
で

す
。
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
血
流
が
身
体
に
行
き
わ
た
り
活
性

さ
れ
ま
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
食
べ
物
で
す
。
私
は
粗
食
で
な

く
グ
ル
メ
で
も
な
く
食
材
の
栄

養
素
に
基
づ
く
素
を
趣
に
し
て

素
食
と
し
て
腹
八
分
目
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
腹
八
分
目
は
長
寿

遺
伝
子
の
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
が
活
性

化
さ
れ
る
と
医
学
的
に
も
発
表

健康な脳と身体のサポート 硬く精密な金型

〔
第
二
支
部
〕

石
神
井
町
三
|
二
十
七
|
二
十
二

電
話
〇
三-

三
九
九
五-

三
一
二
三

支
店
長

小
河
　
満
美
子

みずほ銀行
石神井支店

私たちにご相談ください

地
域
の
接
骨
院
と
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
方
々
に
信
頼

さ
れ
て
い
る
。 

 （
山
田
カ
ネ
子
） 

駅
前
で
も
あ
り
皆
さ
ん
に
大
変
便
利
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

 （
山
田
カ
ネ
子
） 

〔
第
二
支
部
〕

下
石
神
井
一
|
十
八
|
十
八

電
話
〇
三-

三
九
九
六-

六
三
五
六

代
表  

松
田
　
照
男

松田接骨院

二
足
歩
行
に
な
っ
た
人
間

は
、
足
・
腰
・
肩
が
痛
む
の

は
当
然
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
の
一
般
化
で
、
子
供
達

ま
で
が
痛
み
を
訴
え
る
今

日
で
す
。
私
の
整
体
は
、
こ

れ
ら
の
日
常
生
活
の
中
で

起
き
る
様
々
な
痛
み
に
対

し
て
、
根
本
か
ら
治
す
根

治
療
法
で
す
。
整
形
外
科

等
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
結
果
異
常
無
し
、
と
言
わ
れ
て

も
痛
み
に
苦
し
ん
で
い
る
方
が
来
院
さ
れ
、
元
気
に
な
っ

て
帰
ら
れ
ま
す
。
私
は
公
務
員
時
代
に
、
こ
の
治
療
法

を
研
究
さ
れ
た
先
生
に
、
偶
然
に
も
お
会
い
し
、
目
か

ら
鱗
で
入
門
し
ま
し
た
。
こ
の
治
療
法
を「
ヒ
ロ
タ
ダ
式
」

と
紹
介
し
ま
す
。
公
務
員
を
早
期
退
職
し
現
在
の
大
泉

に
治
療
院
を
開
設
し
て
十
年
に
な
り
ま
す
。
整
体
と
共

に
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
ニ
キ
ビ
跡
や
シ
ミ
等
の
ト
ラ

ブ
ル
の
治
療
も
行
な
い
ま
す
。「
Ｍ
Ｒ
」
と
は
、「
マ
イ
セ

ル
フ
・
リ
カ
バ
リ
ー
」
の
略
で
す
！
身
体
も
皮
膚
も
自
分

自
身
で
治
す
‼

　

こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
治
療
者
が
持
つ
と

言
う
考
え
方
で
す
。
皮
膚
は
排
泄
器
官
で
あ
り
、
排
泄

を
上
手
く
行
な
え
る
様
な
手
当
て
を
し
ま
す
。
整
体
は
、

痛
み
の
原
因
を
見
い
出
し
、
痛
め
た
筋
肉
・
腱
靭
帯
を
緩

め
て
あ
げ
れ
ば
、
違
和
感
や
痛
み
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
自
身
が
痛
み
の
原
因
を
防
ぐ
為
の

歩
行
の
仕
方
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
、
生
活
の
中
で
気
を
付
け

る
事
柄
の
指
導
を
致
し
ま
す
。「
痛
い
の
主
治
医
は
、
患

者
自
身
で
あ
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

痛みの原因を追求します
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第
三
回
源
泉
部
会
研
修
会

「
現
物
給
与
・
非
課
税
給
与
」

　

九
月
二
十
八
日（
水
）
練
馬
西
税
務
署
に
お
い
て
第
三
回

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

丸
山
源
泉
部
会
長
・
松
田
担
当
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
池

田
副
署
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
講
師
は
、
花
房
上
席
調
査
官
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
回
は
給
与
所
得
の
中
で
も
非
課
税
と
な
る
も
の
や
、

現
物
で
支
給
さ
れ
た
物
の
非
課
税
の
範
囲
な
ど
、
具
体
的
に

取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

給
与
の
中
で
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の
は
、
通
勤
手
当
・
出

張
や
転
任
に
よ
る
旅
費
・
宿
日
直
料（
四
千
円
ま
で
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の
給
与
に
加
算
し
て
給
付
さ
れ

る
も
の
に
限
っ
た
学
資
金
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

を
除
い
た
も
の
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
結
婚
祝

金
・
葬
祭
料
・
香
典
・
見
舞
金
な
ど
は
、
社
会
通
念
上
相
当

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
今
話
題
に
上
が
る
、
業
務
上
有
益
な
発
明
等
に
対

し
て
支
給
す
る
報
償
金
・
表
彰
金
・
賞
金
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
内
容
に
応
じ
て
其
々
、
譲
渡
所
得
や
雑
所
得
、
給
与
所

得
、
一
時
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、現
物
で
支
給
さ
れ
る
現
物
給
与
の
非
課
税
に
つ
い
て
。

＊
食
事
の
支
給 

食
事
の
価
格
の
半
分
以
上
を
自
己
負
担
し
、

か
つ
月
額
三
千
五
百
円
以
下
の
支
給
で
あ
る
こ
と
。

＊
制
服
等
の
支
給 

職
務
上
制
服
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
支
給
・
貸
与
す
る
制
服
、
勤
務
場
所
の
み
着
用
す

る
事
務
服
・
作
業
服
等
。

＊
記
念
品
等
の
支
給 

永
年
勤
続
者（
お
お
む
ね
十
年
以
上
）

に
支
給
す
る
記
念
品
で
、
金
銭
及
び
金
銭
と
同
様
な
物
以
外

で
社
会
通
念
上
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
創
業
記
念
品
等

も
処
分
見
込
評
価
額
が
一
万
円
以
下
で
、
社
会
通
念
上
ふ
さ

わ
し
い
物
で
あ
る
こ
と
。

＊
商
品
等
の
社
員
値
引
販
売 

一
般

に
消
費
す
る
程
度
の
数
量
で
、
仕
入

値
以
上
で
あ
り
販
売
価
額
の
七
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

＊
そ
の
他 

福
利
厚
生
施
設
の
利
用
・

慰
安
旅
行（
全
社
員
の
半
分
以
上
の

参
加
）・
災
害
や
疾
病
等
に
よ
る
無

利
息
貸
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
現
物
給
与
は
、
給
与
と
し

地
域
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
開
催

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
を
熊
本
地
震
災
害
被
災
者
に
寄
付
」

　

十
月
七
日(

金
）昨
年
と
同
様
の
秋
晴
れ
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
第
五
回
地
域
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
に
、

一
七
三
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
ス
コ
ア
重
視
、
優
勝
を
目
指
し
て
の
プ
レ
イ
、

楽
し
く
仲
間
と
の
プ
レ
イ
、
健
康
の
た
め
、
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
、
誘
わ
れ
た
ゆ
え
の
お
付
き
合
い
、
参
加
さ
れ
た

各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
て
行
く
例

年
の
光
景
。
結
果
の
方
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

プ
レ
イ
後
の
さ
わ
や
か
な
顔
、
笑
顔
、
お
疲
れ
の
顔
、
悲

喜
こ
も
ご
も
、
満
足
不
満
足
は
有
り
ま
し
ょ
う
が
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

直
前
の
大
会
の
仕
様
の
変
更
に
よ
り（
キ
ャ
デ
ィ
の
件
）で
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
や
は
り
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
が
、
居
る

と
居
な
い
で
は
大
き
く
違
い
ま
す
。
セ
ル
フ
プ
レ
イ
で
は
、
同
伴

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
プ
レ
イ
に
専
念
で
き
な
い
、

進
行
時
間
に
気
を
使
う
な
ど
、
負
担
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

多
少
の
不
都
合
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
ウ
ン
ド
し
て
頂
き
ま

し
た
こ
と
に
、
大
会
主
催
者
お
よ
び
関
係
者
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
側

と
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ラ
ウ
ン
ド
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
昨
年
以
上
に
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
豊
富
な
賞
品

の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
？　

　

一
七
三
名
の
コ
ン
ペ
で
の
優
勝
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
自

慢
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
ま
し
た
。
か
さ

ね
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
金（
一
八
二
、四
〇
〇
円
）

が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

金
は
、
練
馬
区
を
通
し
て
熊
本
地
震
災
害
被
災
者
に
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
七
三
名
の
規
模
の
コ
ン
ペ
は
そ

う
そ
う
有
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
無
事

終
え
ら
れ
る
の
も
、
参
加
す
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
皆
様
の
お
か
げ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
次
年
度
の
開
催
に
も
、
是
非

皆
様
お
誘
い
の
上
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
岩
渕
隆
裕
）

て
の
経
済
的
利
益
す
べ
て
を
い
い
、
そ
の
範
囲
は
広
い
の
で
、

そ
の
都
度
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
身
近
な
給
与
に
関
わ
る
税
で
も
細
か
な
決
ま
り
が

あ
り
、注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
も
あ
る
と
云
う
事
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
年
末
調
整
へ
続
い
て
行
き
ま
す
。

　

最
後
に
浅
井
副
部
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
井
口
由
美
子
）

東
法
連
青
連
協

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

「
絶
対
王
者
!! 
青
年
部
会
三
連
覇
達
成
」

　

団
体
戦
三
年
連
続
優
勝
達
成
！！
そ
し
て
個
人
優
勝（
小
美

濃
久
悦
）・
ベ
ス
グ
ロ（
日
高 

浩
）と 

賞
を
総
な
め
し
た
、
そ

ん
な
記
念
に
残
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
が
、
九
月
二
十
九
日

（
木
） 

高
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
総
勢
七
十
六
名
参
加
の

下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
練
馬
西
法
人
会
青
年
部
メ

ン
バ
ー
十
五
名
は
、
全
員
お
そ
ろ
い
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
気

合
満
々
で
各
自
ス
タ
ー
ト
し
て
行
き
ま

し
た
。
個
人
成
績
も
大
切
で
す
が
、
み
ん

な
の
気
持
ち
は
ひ
と
つ「
絶
対
三
連
覇

を
達
成
す
る
!!
」、
こ
の
全
員
の
熱
い
気

持
ち
が
最
後
ま
で
途
切
れ
な
か
っ
た
事

が
、
優
勝
へ
と
導
い
た
最
大
の
要
因
だ

と
思
い
ま
す
。
表
彰
式
が
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
瞬
間
。
司
会
者
の
大
き
な
声
で「
団
体
優
勝
は
練
馬
西
法

人
会
」と
呼
ば
れ
た
時
は
、
席
を
立
ち
上
が
り
み
ん
な
で
ハ
イ

タ
ッ
チ
し
喜
び
合
い
ま
し
た
。
皆
の
満
面
の
笑
顔
が
今
で
も

忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
く
ら
い
、
そ
ん
な
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

今
回
の
趣
旨
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
、
参
加
者
の
皆
様
か

ら
お
預
か
り
し
た
金
額
を
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
た
被
災
者
を
支
援
す
る
事
を
目
的
と
し
、
熊
本
法
人
会

へ
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。 

（
小
澤
伸
一
）

第
五
支
部 

バ
ス
研
修
会

「
上
州
で
親
睦
バ
ス
旅
行
」

　

九
月
二
十
九
日（
木
）に
会
員
の
方
々
の
法
人
会
活
動
の
意

識
向
上
と
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
草

第
一
・
二
・
五
支
部
合
同
研
修
会

「
内
部
統
制
と
経
理
能
力
の
向
上
・
相
続
あ
れ
こ
れ
」

　

十
月
十
三
日（
木
）、
第
一・
二・
五
支

部
合
同
研
修
会
が
石
神
井
公
園
区
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
一
一
二
名（
一
支
部

二
十
四
名
、
二
支
部
五
十
一
名
、
五
支

部
三
十
七
名
）と
、
大
勢
の
方
々
に
ご

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
二
部
構
成
の
講
演
会

に
な
り
ま
す
。

　

第
一
部
で
は
、
西
税
務
署
よ
り
土

田
上
席
調
査
官
を
お
迎
え
致
し
ま
し

て
、「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

（
内
部
統
制
と
経
理
能
力
を
向
上
さ
せ
る
）の
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
私
は
、
今
回
初
め
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
自
社

に
当
て
は
ま
る
項
目
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く

事
で
、
よ
り
し
っ
か
り
し
た
会
社
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
度
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
部
で
は
、
税
理
士
の
高
橋
勝
茂
様
を
お
迎
え
致
し
ま

し
て
、「
相
続
あ
れ
こ
れ
」（
平
成
二
十
七
年
の
改
正
、
相
続
が

争
族
に
な
ら
な
い
よ
う
に
）の
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
相

続
税
、
相
続
順
位
、
遺
言
書
、
贈
与
な
ど
な
ど
、
時
間
内
で
は

収
ま
ら
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
の
お
話
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
記
念
品
ま
で
頂
き
ま
し
て
、
記
念
品
は
、
家
族
で

お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
茅
吹
圭
一
郎
）

女
性
部
会
秋
季
研
修
会

「
実
例
か
ら
学
ぶ
賢
い
事
業
承
継
」

　

十
月
十
九
日（
水
）
勤
労
福
祉
会
館
に
於
い
て
秋
季
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
田
副
部
会
長
の
司
会
の
も
と
、

金
山
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
女
性
部
会
担
当
荒
井
秋
海
副
会

長
、
練
馬
西
法
人
会
髙
橋
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
並
び
に
講
師
と
し
て
西
税
務
署
よ
り
上
園
第
一
統
括

官
、
土
田
上
席
調
査
官
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
第
一
部
は
上
園
第
一
統
括
官
に「
消
費
税
の
は
な

し
」
を
大
変
解
り
や
す
く
ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
の
海
釣
り
の
話
も
と
て
も
た
の
し
く
和
や
か
な
講
演

津
・
渋
川
伊
香
保
方
面
に
親
睦
バ
ス
旅

行
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
諏
訪
神
社
を

出
発
、
ま
ず
は
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

を
目
指
し
最
初
に
到
着
し
た
の
は
浅
間

酒
造
で
す
。
浅
間
酒
造
で
は
、
皆
さ
ん
お

酒
の
お
土
産
を
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
次
は
草
津
温
泉
の
老
舗
ホ
テ
ル

櫻
井
へ
。
こ
ち
ら
で
は
大
広
間
で
、
美
味

し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
自
入

浴
や
、
湯
畑
見
学
、
温
泉
饅
頭
の
お
み
や

げ
等
、
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

十
分
に
楽
し
ん
だ
あ
と
は
再
び
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
で
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
帰
り
は
、
道
の
駅「
こ
も
ち
」で
、
新
鮮
な

野
菜
や
様
々
な
お
土
産
を
購
入
、
美
味
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

　

車
中
で
は
、
綾
小
路
き
み
ま
ろ
の
ビ
デ
オ
で
大
爆
笑
、
と
て

も
楽
し
い
旅
行
で
あ
る
と
と
も
に
目
的
の
通
り
会
員
の
相
互
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。 

 

（
長
島
良
介
）

第
三
支
部 

税
務
研
修
会

「
詐
欺
と
マ
ジ
ッ
ク
の
共
通
点
」

　

十
月
五
日（
水
）都
民
銀
行
上
石
神
井
支
店
の
二
階
に
て
税

務
研
修
会
が
行
わ
れ
五
十
数
名
が
参
加
し
た
。
第
一
部
は
練
馬

西
税
務
署
、
土
田
上
席
調
査
官
が「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
に
つ
い
て
」と
題
さ
れ
内
部
統
制
と
経
理
能
力
の
向
上
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
た
。
第
二
部
は
支
部
長
の
町
田
光
氏
が「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」と
カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク
を

使
用
し
て
、
人
間
の
洞
察
、
動
揺
、
誘
導
を
吐
露
さ
せ
て
み
せ

た
。
詐
欺
と
マ
ジ
ッ
ク
は
仕
込
み（
事
前
準
備
）・
演
技（
行
動
）・

驚
き（
結
果
）が
共
通
し
て
お
り
騙
す
側
は
騙
さ
れ
る
人
の
何

倍
も
準
備（
下
調
べ
）し
て
先
ず
脅
す
、
動
揺
さ
せ（
思
考
力
の

減
少
）、
誘
導（
露
見
し
な
い
よ
う
に
）

し
て
騙
す
、
参
加
者
は
不
思
議
が
り
、

驚
き
、
レ
ク
チ
ャ
ー
（
種
明
か
し
）に

大
き
な
拍
手
を
贈
っ
た
が
、
詐
欺
と
マ

ジ
ッ
ク
の
ト
リ
ッ
ク
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
た
の
は
見
事
で
あ
り
、騙
さ
れ
て
楽

し
い
マ
ジ
ッ
ク
、
騙
さ
れ
て
悔
し
い
詐

欺
、一
本
の
電
話
に「
心
の
隙
無
き
よ

う
重
々
注
意
を
！！
」 

（
小
川
登
朗
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は「
実
例
か
ら
学
ぶ
賢
い

事
業
承
継
」の
話
を（
株
）事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
代
表
取
締
役
松
本
光
輝
様

よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

小
企
業
は
家
族
経
営
が
多
く
、
事
業

を
順
調
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
く
、
奥
様
の
協
力
が
大
変
重
要
で

す
。
経
営
者
は
、
後
継
者
に
会
社
経

営
の
手
法
は
引
き
継
ぎ
ま
す
が
、
奥

様
は
、
お
嫁
さ
ん
に
十
年
以
上
か
け

て
後
継
者
を
支
え
る
内
助
の
功
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
家
庭
の
健
康
管
理
に
も
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
と
教
え
ら
れ
、
改
め
て
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
、
大
変
有
意
義
な
内
容
の
講
演
で
し
た
。

　

森
田
副
部
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
の
後
、
お
土
産
を
頂
き
散

会
し
ま
し
た
。 

（
野
田
栄
子
）

全
国
大
会
参
加
報
告

「
長
崎
大
会
に
参
加
」

　

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
内
容
は
、

前
回
の
い
ず
み
秋
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
省
略
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

十
月
二
十
日（
木
）
長
崎
県
長
崎
市
の
長
崎
ブ
ル
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
お
い
て「
第
三
十
三
回
法
人
会
全
国
大
会（
長
崎

大
会
）
」に
全
国
か
ら
一
、七
四
一
名
の
会
員
が
出
席
し
、
当

法
人
会
か
ら
は
髙
橋
会
長
、
鈴
木
・
森
・
荒
井
副
会
長
・

畑
河
内
事
務
局
長
の
五
名
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
第
一
部
で
は
、
長
崎
総
合
科
学
大
学　

ブ
ラ
イ

ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
教
授
に
よ
る「
地
方
が
生
き
残
る
た

め
に
」
～
長
崎 

そ
の
歴
史 

そ
の
魅
力 

そ
の
未
来
～
と
題

し
て
の
講
演
で
し
た
。

　

地
方
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
に
あ
る
文
化

や
歴
史
そ
し
て
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
魅
力
あ
る
も
の
を

発
信
す
れ
ば
、
地
域
は
活
性
化
し
て
い
く
。
大
事
な
こ
と
の

一
つ
目
は「
足
下
を
見
よ
う
」、
二
つ
目
は「
温
故
知
新
」、

三
つ
目
は「
自
他
の
違
い
を
楽
し
む
」、
最
後
に「
日
常
の
郷

土
愛
」
を
持
つ
こ
と
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
を「
法
人
会
」
に
置
き
換
え
る
と「
練
馬
西
法
人
会

の
特
徴
」
を
生
か
し
魅
力
あ
る
も
の
を
発
信
す
れ
ば
、「
法

参加した皆さん

三連覇達成メンバー

町田光支部長の講演

発表を待つ会場風景

112名の方 が々参加

受講風景

池田副署長挨拶
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人
会
」
は
活
性
化
す
る
。
三
支
部
が

試
み
る「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
も

法
人
会
の
魅
力
を
引
き
出
す
良
い
手

掛
か
り
に
な
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。
大
事
な
こ
と
の
最
後
に
あ
る
よ

う
に「
法
人
会
を
愛
す
る
こ
と
」
が

一
番
か
な
と
、
そ
こ
に
工
夫
が
生
ま

れ
「
楽
し
み
」「
和
」
が
で
き
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
会
の
第
二
部
式
典
は
、
主
催
者

挨
拶
、
長
崎
県
知
事
始
め
来
賓
の
祝
辞
、
表
彰
状
の
贈
呈
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
九
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
経
済
の
再
生

と
財
政
健
全
化
を
目
指
し
、
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革

を
！　

適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化
で
、
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！ 
中
小
企
業
の
重
要
性

を
認
識
し
、
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
の
拡
充
を
！ 

中

小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は
重
要
な
課
題
。
本
格
的
な
事

業
承
継
税
制
の
創
設
を
！ 

以
上
を
採
択
し
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
練
馬
東
法
人
会
の
役
員
の
方
々
と
懇
談

会
を
設
け
、
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
有
意
義
な
大
会
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
福
井
大
会
と
し
て　

十
月
五
日（
木
）
福
井
市 

福
井
県
産
業
会
館
で
開
催
予
定
。 

（
事
務
局
）

源
泉
部
会 

野
外
研
修
会

「
横
浜
税
関
と
横
浜
散
策
」

　

十
月
二
十
七
日（
木
）野
外
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
、
二
十
五
名
の
参
加
人
数

で
出
発
し
ま
し
た
。
行
き
の
バ
ス
で
は
、
恒
例
の「
税
金
ク

イ
ズ
」
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
見
事
に
全
問
正
解
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
上
位
三
名
の
方
は
丸
山
部
会

長
よ
り
ご
褒
美
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
税
関
に
着
く
と
す
ぐ
に
、
税
関
の
仕
事
の
概
要
を

映
像
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
横
浜
税
関
と
は
言
っ

て
も
横
浜
港
だ
け
で
な
く
、
宮
城
県
の
仙
台
港
に
ま
で
及

ぶ
東
京
を
除
く
六
県
を
管
轄
と
し
て
い
る
そ
う
で
、
十
一

の
港
と
三
つ
の
空
港
の
税
関
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

輸
出
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
薬
物
、
武
器
、
偽
造
品
等
、

貿
易
を
円
滑
に
進
め
な
が
ら
そ
れ
ら
を
見
つ
け
出
し
て
ゆ

年
末
調
整
等
説
明
会

「
平
成
二
十
八
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
」

源
泉
部
会
は
、
毎
年
練
馬
西
税
務

署
、
練
馬
区
、
練
馬
西
法
人
会
三
者

共
催
に
よ
る「
年
末
調
整
等
説
明
会
」

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
各
会
場
に
於
い

て
四
回
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は

二
八
八
名
で
し
た
。
改
正
点
や
注
意

点
を
確
認
し
、
年
末
調
整
に
必
要
な

税
の
知
識
と
書
類
、
資
料
が
得
ら
れ

た
効
果
的
な
説
明
会
で
し
た
。

 

（
事
務
局
）

青
年
部
会 

租
税
教
室

「
今
年
度
の
租
税
教
室
が
ス
タ
ー
ト

　

～
税
か
ら
社
会
を
知
り
、重
さ
を
実
感
～
」

　

毎
年
、
青
年
部
会
で
は
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
租
税
教

室
実
施
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

租
税
教
室
は
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
単
な
る
税
金
の
知

識
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
税
金
の
必
要
性
を
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
二
十
一
校

開
催
の
予
定
で
す
。

　

最
終
的
に
は
練
馬
西
税
務
署
管
内
の
小
学
校
全
校
開
催

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
租
税
教
室
は
平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日（
土
）

大
泉
南
小
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
青
年
部
か
ら
は
坂
口

部
会
長
、
金
山
副
部
会
長
、
田
中
喜
芳

幹
事
が
参
加
し
、
講
師
は
税
理
士
会
の

方
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
公

開
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
保
護
者
の

方
も
多
数
来
校
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
最
初
に「
マ
リ
ン
と
ヤ
マ

ト
の
不
思
議
な
日
曜
日
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
て
、
そ
の
後
、
税
の「
公
平
性
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。「
税
の
授

業
」
と
い
う
と
堅
い
話
に
な
り
が
ち

く
た
め
に
、
麻
薬
探
知
犬
や
先
端
技

術
を
導
入
し
て
の
効
率
的
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
歩
い
て
数
分
の
開
港
記
念

館
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
関
東
大
震

災
で
も
崩
れ
な
か
っ
た
建
物
に
感

心
。
こ
の
開
港
記
念
会
館（
名
称
：

ジ
ャ
ッ
ク
）
は
、
先
に
見
学
し
た
横

浜
税
関（
ク
イ
ー
ン
）
そ
し
て
神
奈

川
県
庁（
キ
ン
グ
）と
と
も
に「
横
浜

三
塔
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
三
塔

が
一
度
に
視
界
に
入
る
と
言
う
と
っ
て
お
き
の
場
所
に
も

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
横
浜
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
の
海
上
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
松
田
担
当
副
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
の
後
、
美

味
し
い
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
食
事
の
後
は
、
明

治
時
代
の
横
浜
税
関
の
倉
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
た「
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
」へ
。
今
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
か
わ
い
い
小
物
な

ど
の
並
ぶ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
り
、
横
浜
な
ら
で
は

の
お
土
産
を
探
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
三
溪
園
は
、
開
園
百
十
年
も
の
間
、
震
災

や
戦
災
、
都
市
開
発
を
免
れ
た
貴
重
な
庭
園
で
す
。
初
め
て

の
方
も
、
何
度
も
来
た
こ
と
の
あ
る
方
も
皆
さ
ん
そ
の
美

し
さ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
、
菊
花
展
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
残
念
な
が
ら
、
見
頃
は
も
う
少
し
で
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
森
副
部
会
長
作
の
「
面
白
い
ク
イ

ズ
」
で
眠
気
も
無
く
な
り
、
正
解
の
多
か
っ
た
人
か
ら
順

に
賞
品
が
配
ら
れ
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
楽
し
い
野

外
研
修
会
で
し
た
。 

（
井
口
由
美
子
）

源
泉
部
会 

第
四
回
研
修
会

「
年
末
調
整
等
説
明
会
」

　

源
泉
部
会
で
は
第
四
回
研
修
会
と
し
て
、
十
一
月
二
日

（
水
）
十
四
時
三
十
分
よ
り
西
税
務

署
二
階
会
議
室
に
於
い
て
、
一
般
の

説
明
会
に
先
駆
け
、
二
十
一
名
の
参

加
で
、「
年
末
調
整
等
説
明
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
丸
山
部
会
長
、
本
部

よ
り
担
当
の
松
田
副
会
長
に
続
き
、

西
税
務
署
よ
り
池
田
副
署
長
に
挨

で
す
が
、
講
師
の
方
は
、
途
中
に「
税
の
歴
史
」
や「
税
金
ク

イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
た
り
、
班
分
け
を
し
て
具
体
例
を
出
し
な

が
ら
子
供
た
ち
に
考
え
て
も
ら
っ
た
り
と
、
飽
き
さ
せ
る
こ

と
な
く
す
す
め
て
い
き
、
子
供
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
も
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
か
ら〝
み
ほ
ん
〟
の

一
億
円
が
出
て
く
る
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
実
際
に

重
さ
も
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、「
重
い
！！
」の
感
想

が
特
に
多
か
っ
た
で
す
。

　

法
人
会
か
ら
は
、
小
学
生
向
け
の
税
に
つ
い
て
の
小
冊
子

二
冊
を
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

選
挙
権
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
現
在
、
次
世
代
の

事
を
考
え
る
と
、
小
学
生
の
時
か
ら
税
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
の
で
、
改
め
て
租
税
教
室
の

重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
金
山
友
也
）

簿
記
研
修
会 

閉
講
式

「
合
格
を
願
っ
て
」

　

八
月
二
十
三
日
の
ま
だ
残
暑
厳
し
い
こ
ろ
の
開
講
式
か
ら

十
名
の
延
十
三
日
間
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、
今
年
か
ら
は
昼

間
で
な
く
夜
間
に
、
又
場
所
も
勤
労
福
祉
会
館
か
ら
西
法
人

会
の
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
は
十
一
月
十
五
日
の
十
三
回
目
の
講
義
終
了
後
に

行
わ
れ
、
今
野
先
生
、
東
京
都
商
工
会
議
所
練
馬
支
部
の
田

中
様
、
当
法
人
会
の
事
務
局
長
の
立
ち
合
い
の
も
と
で
修
了

書
を
今
野
先
生
よ
り
手
渡
さ
れ
、
各
自
修
了
書
を
持
た
れ
感

激
と
安
堵
の
思
い
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

受
講
者
は
男
子
二
名
、
女
子
八
名
計
十
名
の
内
二
名
ほ
ど

は
途
中
リ
タ
イ
ア
し
、
四
名
位
の
方
が
ほ
ぼ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

に
受
講
さ
れ
、
一
人
女
子
が
皆
勤
賞
、
又
一
人
の
男
子
が
精

勤
賞
で
し
た
。
当
然
途
中
何
回
か
は
事
情
が
あ
り
欠
席
さ
れ

る
事
態
が
有
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
よ
く
頑
張
っ
て
出
席
し
て
頂
い

た
と
感
心
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
マ
ス
ク
を
し
て
風
邪
気
味
だ
と
言

わ
れ
て
い
た
方
々
、
又
会
社
終
了
後

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
駆
け
つ
け

た
方
々
が
勉
強
し
て
簿
記
試
験
に
合

格
を
願
っ
て
の
事
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
研
修
会
の
時
間
及
び
場
所

を
変
え
て
の
研
修
会
で
し
た
が
、
閉
講

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
年
末
調
整
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映（
四
十
分
）・
花
房

上
席
調
査
官
の
説
明
・
法
定
調
書
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映（
二
十
分
）・

山
根
上
席
調
査
官
の
説
明
と
続
き
ま
し
た
。

　

二
十
八
年
分
の
留
意
事
項
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

「
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
」
が
あ
り
ま

す
。
交
通
機
関
や
有
料
道
路
を
使
用
し
て
い
る
人
に
対
す

る
通
勤
手
当
の
非
課
税
限
度
額
が
十
万
円
か
ら
十
五
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
改
正
は
四
月
で
し
た

が
、
一
月
一
日
に
遡
っ
て
適
用
さ
れ
る
た
め
、
年
末
調
整
の

際
に
精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
月
一
日
以
降
に
支
給
さ
れ
る
給
与
等
に
つ
い

て
、
非
居
住
者
で
あ
る
親
族
に
係
る
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
に
は
、「
親
族
関
係
書
類
」「
送
金
関
係
書
類
」
を
、

会
社
に
提
出
・
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
櫻
井
幹
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
本
年
最
後
の

研
修
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

（
赤
木
紀
子
）

青
年
部
会 

献
血
大
会

「
血
液
を
必
要
と
す
る
多
く
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
」

　

十
一
月
十
一
日（
金
）練
馬
西
税
務
署
の
駐
車
場
を
お
借

り
し
、
恒
例
の
献
血
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
気
温
も
例
年
よ
り
低
く
、
午

前
の
参
加
数
も
や
や
鈍
り
ま
し
た
が
、 

税
務
署
の
職
員
さ

ん
や
、
会
社
関
係
・
宣
伝
カ
ー
か
ら
聞
こ
え
た
ア
ナ
ウ
ン

ス
で
来
て
頂
い
た
方
な
ど 

午
後
に
な
り
少
し
ず
つ
参
加

数
も
伸
び
、
一
四
四
名
の
申
込
を
頂
き
、
一
一
七
名
の
血

液
を
お
預
か
り
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に

続
き
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
受
付
も

行
い
七
名
の
方
に
ご
登
録
を
し
て

頂
け
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
お
手
伝
い

頂
き
ま
し
た
西
法
人
会
関
係
者
の

皆
様
。
小
川
税
務
署
長
は
じ
め
、
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
税
務
署
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
を
血
液

で
支
え
て
い
く
」
そ
ん
な
気
持
で
、

青
年
部
会
は
来
年
も
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

（
小
澤
伸
一
）

式
の
後
、
受
講
者
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
他
に
色
々
あ
る
中

で
こ
の
研
修
会
に
参
加
す
る
と
決
め
た
の
は
、
開
催
時
間
、
研

修
料
金
が
他
よ
り
安
か
っ
た
と
の
事
。
と
言
う
事
は
各
自
の
意

志
で
又
自
費
で
来
ら
れ
た
と
聞
い
て
私
は
驚
き
感
心
し
ま
し

た
、
普
通
は
各
法
人
の
上
司
が
勉
強
し
て
来
い
と
言
わ
れ
、
や

む
を
得
ず
受
講
し
て
い
る
方
が
多
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
今

回
の
方
々
は
違
い
自
分
の
為
に
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

方
々
で
し
た
。
今
回
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
撮
影
し
復
習
の
為
又
欠
席
し
た

方
々
の
補
習
の
為
に
と
事
務
局
の
計
ら
い
で
計
三
十
七
本
の
販

売
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

ど
う
か
今
ま
で
学
ん
だ
知
識
を
今
後
の
試
験
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
生
活
に
役
立
つ
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
期
は
開
催
時
期
及
び
時
間
等
を
今
回
の
結
果
で
判
断
し

決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
野
不
二
人
先
生
本
当
に
今
回
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
も
今
回
以
上
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
商
工
会
議
所
、
西
法
人
会
事
務
局
様
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
森  

武
士
）

東
法
連 

青
連
協 

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

「
盛
り
上
が
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

　

十
一
月
二
十
九
日（
火
）東
法
連
青
連
協
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
荻
窪
ユ
ア
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

練
馬
西
法
人
会
青
年
部
か
ら
は
、
小
池
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
長

を
始
め
、
坂
口
部
会
長
、
他
十
一
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
回
と
同
じ
く
小
池
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
、
始
球
式

で
ゲ
ー
ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
の
単
位
会
さ
ん
と
混
合
で
各
レ
ー
ン
四
、五
名
ず
つ
に
わ

か
れ
て
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
対
面
の
方
ば
か
り
で
始
め
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
ゲ
ー

ム
が
進
む
う
ち
に
仲
良
く
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
し
懇
親
会
場
で
結
果
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
二
ゲ
ー

ム
合
計
の
ス
コ
ア
で
争
わ
れ
ま
す
。
合

計
の
点
数
か
ら
個
人
戦
、
団
体
戦
と

が
あ
り
、
団
体
戦
は
、
各
法
人
会
の
部

会
長
プ
ラ
ス
三
名
の
合
計
に
よ
っ
て

争
わ
れ
ま
す
。

　

団
体
で
ブ
ー
ビ
ー
に
な
る
と
次
回

の
開
催
の
主
催
と
な
る
た
め
緊
張
し

開催日 開催時間 会場 参加者数

11月  8日（火）10：30 大泉学園ゆめりあホール  参加者67名 

11月  8日（火）14：00 大泉学園ゆめりあホール  参加者81名

11月10日（木）13：30 関区民ホール  参加者60名

11月15日（火）13：30 石神井公園区民交流センター  参加者80名

参加者合計 288 名

横浜税関前にて池田副署長挨拶

大泉南小学校にて開催

献血大会集合写真参加メンバーでハイチーズ！

無事閉講式を迎えられました

長崎大会に参加した皆さん
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税の絵はがきコンクール

て
発
表
を
待
ち
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
昨
年
の
三
位
に
引
き
続
き
当
会
小
松
副
部
会
長

が
十
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
団
体
戦
で
す
が
、
八
法
人

会
中
、
第
五
位
の
成
績
で
し
た
。

　

前
回
よ
り
も
順
位
を
落
と
し
ま
し
た
が
次
回
の
主
催
と
言

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
逃
れ
、
発
表
の
際
は
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

他
の
法
人
会
の
方
々
と
交
流
を
深
め
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

（
内
田
達
雄
）

「
よ
り
良
い
駅
を
目
指
し
て
」

　

十
二
月
十
日（
土
）朝
八
時
よ
り
、
武
蔵
関
・
上
石
神
井
・

大
泉
学
園
・
石
神
井
公
園
の
各
四
駅
に
お
い
て
駅
前
清
掃

活
動
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
風
の
強
い
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、
武
蔵
関
に
は
税
務
署
よ

り
上
園
第
一
統
括
官
、
本
部
よ
り
髙
橋
会
長
、
森
公
益
事
業
委

員
長
そ
し
て
イ
ー
タ
君（
浅
井
氏
）に
参
加
し
て
頂
け
ま
し
た
。

　

武
蔵
関
駅
で
は
、
前
日
よ
り
駅
近
く
の
本
立
寺
で
お
会
式

が
開
か
れ
、
ボ
ロ
市
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
駅

の
南
側
を
中
心
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
の
夜
南

口
も
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
の
で
、ゴ
ミ
も
相
当
あ
る
の

か
な
と
思
い
な
が
ら
清
掃
を
始
め
た
の
で
す
が
、
商
店
街
の

方
が
夜
清
掃

を
さ
れ
た
の

か
、
い
つ
も

よ
り
少
な
い

位
の
ゴ
ミ
の

量
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
少
し
ず
つ

地
域
貢
献
を

し
て
よ
り
良

い
駅
に
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ご

協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

 （
大
森
重
男
）

公
益
事
業
委
員
会
　
駅
前
清
掃

練 馬 西 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

②申告書作成会場の開設について

・受付は、午前８時30分から行っています。  (提出は午後5時までとなります)
・相談は、午前９時15分から午後５時まで行っています。
・ 混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますので、なるべく午後4時頃までにお越しください。
　また、混雑状況によっては、長時間お待ちいただくこともありますので、ご了承ください。
・ 平成29年2月16日(木)から平成29年3月15日(水)の間、税務署の駐車場は利用できませんので、お車での

ご来署はご遠慮ください。

税務署では平成29年2月13日(月)から申告書作成会場を開設します。
開設日前は、申告書作成会場はありませんので、ご了承ください。

④申告書にはマイナンバーの記載が必要です。

≪本人確認を行うときに使用する書類の例≫
　　　・マイナンバーカード(個人番号カード)のみ　【番号確認及び身元確認書類】
　　　・通知カードなど【番号確認書類】　+　運転免許証など【身元確認書類】

平成 28 年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、
マイナンバー（個人番号）の記載が必要です。
税務署では、本人確認を行いますので、申告書を提出する際には、申告されるご本人の本人確認書類

（番号確認及び身元確認）の提示又は写しの添付が必要です。

⑤申告書は、国税庁ホームページで、作成できます。
「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って金額などを入力すると、税額などが自動計算され、
所得税及び復興特別所得税、消費税等の確定申告書や青色申告決算書などを作成することができます。

作成が終わったら

(当日は、練馬西税務署では執務を行っておりませんので、ご注意ください)

③土曜日・日曜日・祝日は執務を行っておりません。
平成29年2月19日(日)・平成29年2月26(日)の2日間に限り【練馬東税務署】において、
練馬東・練馬西税務署合同の確定申告書作成会場・提出会場を開設いたします。

【練馬東税務署】 所在地　〒176-8503　練馬区栄町23番7号
交通機関　・西武池袋線江古田駅　徒歩5分　・西武有楽町線新桜台駅　徒歩3分

①平成28年分確定申告書の申告期間と納付期限等
税　　目 申告書の受付期間 納付期限等

所得税及び復興特別所得税 平成29年2月16日(木) ～
平成29年3月15日(水)

平成29年3月15日（水）
※�振替納税を利用されている方の口座振替日は
4月20日(木)となります

消費税及び地方消費税
（個人事業者）

平成29年1月  4日(水) ～
平成29年3月31日(金)

平成29年３月31日（金）
※�振替納税を利用されている方の口座振替日は
4月25日(火)となります

～平成28年分・確定申告について～

「マイナンバーカード」と「電子証明書を読み
取るＩＣカードリーダライタ」をお持ちであ
ればｅ-Ｔａｘで確定申告ができます。

e-Tax
作成した申告書を印刷（白黒可）して郵送
などで税務署に提出できます。

書面提出

詳しくは、国税庁ホームページ ▶︎▶︎▶︎ 検索確定申告

　

●練馬西法人会 会長賞
　下石神井小学校 六年生

 村木 佑匡 さん

第 5 回 税の絵はがきコンクール 入選作品
【主催：公益社団法人 練馬西法人会 女性部会】

●
練
馬
西
法
人
会 

女
性
部
会
長
賞

　

上
石
神
井
小
学
校 

六
年
生

梅
田 

麻
里 

さ
ん

●
優
秀
賞 

大
泉
東
小
学
校 

六
年
生

 

岩
澤 

栞
里
さ
ん

●
優
秀
賞 

下
石
神
井
小
学
校 

六
年
生

 

阿
部 
万
優
子
さ
ん

●優秀賞 大泉東小学校 六年生 

小林 明日香さん
●優秀賞 大泉第三小学校 五年生 

見目 真央さん
●優秀賞 上石神井小学校 六年生 

檀原 瑠菜さん
●優秀賞 石神井台小学校 六年生 

杉山 結菜さん

●
優
秀
賞 

大
泉
東
小
学
校 

六
年
生 

久
保
島 

蒼
さ
ん

●
優
秀
賞 

大
泉
南
小
学
校 

六
年
生 

佐
藤 

咲
さ
ん

●
優
秀
賞 

大
泉
東
小
学
校 

六
年
生 

横
山 

慈
人
さ
ん

●
優
秀
賞 

上
石
神
井
小
学
校 

六
年
生 

藤
田 

マ
リ
ア
さ
ん

●練馬西税務署 署長賞
　下石神井小学校 六年生

鈴木 悠 さん

〜 参加校 8 校 合計 395 枚から選ばれました 〜
（下石神井小学校・大泉東小学校・大泉南小学校・大泉学園緑小学校・上石神井小学校・石神井小学校・石神井台小学校・大泉第三小学校）

石神井公園駅前参加のみなさん 武蔵関駅前参加のみなさん

上石神井駅前参加のみなさん 大泉学園駅前参加のみなさん
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都税事務所からのお知らせ新入会員紹介、他

◆  都 税 事 務 所 か ら の お 知 ら せ  ◆

東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取得を税制面から
支援するため、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合に、法人
事業税、個人事業税を減免しています。

◆詳しくは、上記申告先までお問い合わせください。
◆また、主税局ホームページにも詳しい内容を掲載していますので、ぜひご利用ください。

1月は固定資産税（償却資産）の申告月です（23区内）

中小企業者向け省エネ促進税制

償却資産の申告には、電子申告（eLTAX:エルタックス）もご利用できます

http://www.eltax.jp/
ハイシンコク

9：00から17：00　（土・日・祝日、年末年始12/29～1/3を除く）
☎0570-081459

～練馬区内に償却資産をお持ちの方へ～

～法人事業税・個人事業税の減免～

申告が必要な方

申告先

申告期限

平成２9年１月１日現在、償却資産を所有している方

練馬都税事務所償却資産係　03-3993-2261（代表）
平成２9年1月31日（火）

◆詳しくは主税局ホームページ内「〈東京版〉環境減税について」をご覧ください

●中小企業者向け省エネ促進税制に関すること
 ・ 豊島都税事務所法人事業税第二係・個人事業税係 03-3981-1211（代表）
 ・ 主税局課税部法人課税指導課 （法人事業税係） 03-5388-2963
 ・ 主税局課税部課税指導課　　 （個人事業税係） 03-5388-2969
●地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器に関すること
 東京都地球温暖化防止活動推進センター （クール・ネット東京）　03-5990-5091

詳しい案内やQ&Aも掲載しています。

償却資産とは 会社や個人で、工場や商店などを経営している方が、事業のために
用いることができる構築物、機械、器具、備品等

申告の手引きや各様式のダウンロード、Q&Aや
軽減制度に係る解説をご覧いただけます。

（左記電話番号につながらない場合：☎03-5500-7010）eLTAXイメージキャラクター
エルレンジャー

ホームページ

ヘルプデスク

検索エルタックス クリック

検索主税局　環境減税 クリック

検索東京都主税局　償却資産 クリック

　公益事業委員会で実施しているジョイセフへの使用済切手の寄付です
が、メール便でのやり取りが増えたことに伴い、切手の収集が難しくなっ
ております。
　そこで「インクカートリッジの収集」も行うこととなりました。
　使用済のインクカートリッジも、切手同様発展途上国の人々の医療の
為に役立てられます。
　ぜひ、捨てずに支部役員あるいは事務局にお届けください。

締切り 平成29年2月末日まで

使用済みインクカートリッジと切手収集のお願い
誰でも簡単に出来る
ボランティアです。

使用済みインク
カートリッジ

消印は切らずにお持ちください。
使用済み切手

■以下の点にご注意ください
1.各メーカーの家庭用のプリンターに使われている使用済みのインクカー
トリッジが対象です。
※業務用のインクカートリッジは対象外です。
2.カートリッジの中にインクが残っている場合は、インクが漏れないように
ビニール袋に入れてお届けください。

公益事業委員会から

28年新入会員紹介

※賛は賛助会員です。

法人名等 代 表 者 名 所在地 業種

第
一
支
部

㈲ビーアンドエス 牛山千津子 練馬区東大泉1-14-3 小売業

医療法人　光和会 榎本　光夫 練馬区東大泉1-27-22-102 歯科

賛 ㈱タケダサービス 大泉学園営業所 山 本　 仁 練馬区東大泉1-31-1-1F 建設・不動産
管 理 業

㈱新和コーポレーション 小島　理恵 練馬区東大泉1-33-13-202 不動産業

賛 ㈱みずほ銀行 大泉支店 竹中　克彦 練馬区東大泉1-37-6 銀行

ヤマショウフーズ㈱ 山 本　 稔 練馬区東大泉3-3-10-206 飲食業

賛 そばと酒 おはな 岡部　咲子 練馬区東大泉3-7-8-103 飲食業

賛 焼肉 のっぽ 福田　仁柱 練馬区東大泉4-2-5 飲食業

賛 Grains ～粒 入澤　理恵 練馬区東大泉5-9-16 喫茶

アルクトス精密㈱ 笹木　惺耀 練馬区東大泉5-30-18-201 ベアリング商社

賛 小料理 石井　 石井　公平 練馬区東大泉5-36-14 飲食業

ｻﾝﾗｲﾄﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱ 浅 沼　 聡 練馬区東大泉6-29-8 中 小 企 業
診 断 士

㈲ヤマカワ住宅 山野　真裕 練馬区東大泉6-34-25 不動産業

賛 和・のぶ家 田中　伸幸 練馬区東大泉6-34-28-Ｂ107 飲食業

賛 Gonzo Café ＆ Beaus 山川　健志 練馬区東大泉7-38-29-108 喫茶

第
二
支
部

賛 メディケアクリニック石神井公園 長濱　久美 練馬区石神井町2-8-21-2F 病院

賛 パティスリーカシュカシュ 江 藤　 潤 練馬区石神井町3-2-8　 洋菓子

㈱ポケットビートワークス 牧島　和則 練馬区石神井町5-2-20 建築模型業

賛 ㈱タケダサービス 石神井営業所 立川　雅恵 練馬区石神井町7-1-10-1F 建設・不動産
管理業

㈲ケンソウ 吉岡　信親 練馬区石神井町7-17-23 建設業

㈲石神井メディアセンター 渡 邉　 彰 練馬区下石神井3-13-13-1F 新聞・出版

賛 阿部社会保険労務士事務所 阿部　孝昭 練馬区下石神井4-5-12 社会保険労務士

賛 ヘアーサロン キンパリ 寺坂　絹代 練馬区下石神井5-8-16 理容業

第
三
支
部

賛 ㈱タケダサービス 上石神井営業所 後藤　秀幸 練馬区上石神井1-5-15-3F 建設・不動産
管理業

賛 Yume Mirai Café 井口　道代 練馬区上石神井1-11-13-101 喫茶

賛 大賀　泰三 練馬区上石神井2-8-14-208 昭和飛行機工業㈱の
経営アドバイザー

賛 上原酒店 上原　健一 練馬区上石神井2-19-17 小売業

㈱コーエー 髙 橋　 弘 練馬区上石神井2-19-22 不動産業

㈱ナノシステム 安田　信之 練馬区上石神井2-22-26 ソフト開発

賛 篠原　智明 練馬区上石神井3-16-15-208

賛 おおじ染織 大路　和博 練馬区上石神井4-3-26 呉服・染色

㈲ひまわりテクノ 中 島　 紀 練馬区石神井台1-20-14 住宅付帯設備

賛 塩原　尚希 練馬区石神井台2-5-23-101 美容・健康

㈱然　行 竹澤　嘉洋 練馬区石神井台3-4-5-1-B 接骨院

法人名等 代 表 者 名 所在地 業種

第
四
支
部

賛 田中　文衛 練馬区関町東1-22-3-502 不動産業

エースシステム㈱ 指田　泰宏 練馬区関町南1-4-21 建設工事

賛 NPO ほっとすぺーす 鷲山　拓男 練馬区関町北1-1-8- ３Ｆ 福祉施設

賛 ㈱ Team F 森 島　 新 練馬区関町北1-23-18-102 小売業

賛 ㈲ ZIZZ　STUDIO 礒江　俊道 練馬区関町北2-4-5-1Ｆ 音楽制作

賛 武蔵関 いおり 町田みどり 練馬区関町北2-33-18- １Ｆ 飲食業

㈱ GNO 椿　 充 孝 練馬区関町北3-10-39 卸売業

㈱御林 髙橋　勝雄 練馬区関町北3-43-9 不動産管理業

賛 飯島　啓子 練馬区関町北5-1-17 保険業

賛 武蔵関社会保険労務士事務所 山 﨑　 剛 練馬区関町北5-1-17-302 社会保険労務士

eco 断熱（株） 藤森浩一郎 練馬区関町北5-19-25 建設業

㈱ Arikwi 紙 屋　 泰 練馬区立野町10-2 ＩＴコンサルタント

第
五
支
部

㈱アステック 坂本　勇斗 練馬区南大泉5-2-10 建設業

賛 ほうやデンタルクリニック 中山聖一朗 練馬区南大泉5-35-8 歯科

賛 りなのや 冨永　理奈 練馬区西大泉1-1-6-212 サービス業

㈱グローリートラスト 加藤　照規 練馬区西大泉3-29-33 不動産業

㈲東伸興業 長嶺　光彦 練馬区西大泉5-30-2 不動産業

第
六
支
部

賛 RENCONTRE 奥野　桃子 練馬区大泉学園町1-3-9 喫茶

㈲小林設備工業 小林　光茂 練馬区大泉学園町4-18-27 菅工事

㈱大誠工業 大 宮　 誠 練馬区大泉学園町5-9-13-201 土木工事

㈲山設企画 山本　春治 練馬区大泉学園町7-7-10 菅工事

㈱ブライト 長谷川　潤 練馬区大泉学園町8-10-12 建設業

第
七
支
部

（株）雅瓦 石丸　雅昭 練馬区大泉町2-32-27 建設業

㈱建水プロテクト 藤田　裕二 練馬区大泉町6-29-20-101 建設業

賛 ㈲ｱｲｱﾝﾄﾞｴﾌｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 藤 原　 亨 練馬区大泉町6-29-20-306 リフォーム業

区
域
外

賛 味処　結 長島眞理子 練馬区南田中1-3-1 飲食業

賛 京和食品 村上　好子 練馬区谷原6-20-34 健康食品

賛 佐藤まつ子 練馬区土支田1-27-15

賛 西潟工務店 西 潟　 洋 武蔵野市吉祥寺南町3-32-6 木造建築工事

賛 西潟工務店 西潟　幸夫 所沢市北秋津44-9-12 木造建築工事

賛 ＡＳＪ㈱ 行德　伸介 港区南麻布4-11-14 自動車販売
・修理

賛 一般財団法人 全日本労働福祉協会 栁澤　信夫 品川区旗の台6-16-11 健康医療
サービス業

賛 プロきものスクール 佐武美智子 渋谷区神宮前6-18-2-401 和服仕立
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税
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

税の作文コンクール、他
お知らせ

　

税
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
一
、六
〇
三
名
の
中
学

生
が
参
加
し
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日（
金
）練

馬
西
税
務
署
に
お
い
て
中
学
生「
税
の
標
語
」
表
彰
式

が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
三
、一
二
七
作
品
の
中
か
ら

練
馬
西
法
人
会
会
長
賞
に
練
馬
区
立
大
泉
第
二
中
学
校

三
年 

吉
田 

蛍 

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
標
語
は

「
税
金
で 

潤
う
日
本
の 

豊
か
な
暮
ら
し
」で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
事
務
局
）

新
設
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日（
金
）

　

時
間
：
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時   

　

会
場
＝
練
馬
西
法
人
会
事
務
局

決
算
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日（
水
）

　

時
間
：
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分   

　

会
場
＝
勤
労
福
祉
会
館

今
年
の
税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
一
、

七
八
八
名
の
中
学
生
が
参
加
し
、
四
十
五
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
練
馬
西
法
人
会
会
長
賞
に

練
馬
区
立
大
泉
中
学
校 

三
年 

岩
切 

茜
音 

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

社
会
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
、
勉
強
に
運
動

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
税
金
が
創
る
日
本　
練
馬
区
立  
大
泉
中
学
校  

三
年

　

岩
切 

茜
音

　

国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
納
税
の
義

務
を
負
ふ
。

　

こ
れ
は
日
本
国
憲
法
第
三
十
条
だ
。
み
な
さ
ん
は
こ
の
、

税
金
を「
負
ふ
」
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。
正
直
な
と
こ

ろ
嫌
だ
と
思
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
だ
が
私

は
嫌
だ
と
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
税
金
に
よ
っ
て
命
を
助
け

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
う
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
。

　

私
が
税
金
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
の
は
十
二
歳
の
夏
、

難
病
と
い
う
持
病
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
時
だ
。
病
気
に

な
る
ま
で
は「
消
費
税
っ
て
高
い
」「
な
ん
で
働
い
た
分
が

全
て
お
給
料
に
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
不
満
を
も
っ
て

い
た
。
し
か
し
病
気
に
な
っ
て
気
が
つ
い
た
。「
私
が
今
、

治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
税
金
の
お
か
げ
だ
。
税

金
が
な
か
っ
た
ら
膨
大
な
額
の
治
療
費
を
親
が
払
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。」
と
。
実
際
、
税
金
と
い
う
も
の
が
な

か
っ
た
ら
薬
代
だ
け
で
も
三
十
万
は
か
か
っ
て
い
る
だ
ろ

う
し
、
他
の
検
査
も
含
め
る
と
数
十
万
は
か
か
る
。
そ
ん

な
時
に
支
え
て
く
れ
た
の
が
税
金
だ
っ
た
。

　

私
の
住
む
東
京
都
練
馬
区
で
は
、
中
学
三
年
生
ま
で
の

子
ど
も
に
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
医
療
費
助

成
制
度
は
税
金
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
時
か
ら

税
金
に
つ
い
て
の
価
値
観
が
変
わ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
税
金
を
出
し
て
く
れ
て
い
る
人
達
に
感
謝
を

し
た
。
税
金
は
皆
さ
ん
が
、
積
み
重
ね
て
き
て
く
れ
た
国

を
支
え
る
お
金
な
の
だ
。
だ
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

税
金
は
医
療
費
制
度
だ
け
で
な
く
私
た
ち
が
普
段
使
っ
て

い
る
学
校
の
教
材
、
黒
板
や
机
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

他
に
も
道
路
や
川
、
図
書
館
や
公
園
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

公
共
施
設
も
税
金
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　

税
金
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
な
の
だ
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
国
を
支
え
て
い
く
年
齢
に
な
る
。
そ
ん

な
中
私
が
で
き
る
こ
と
は
一
人
で
も
多
く
の
人
を
助
け
る

こ
と
だ
。
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
ち
っ
ぽ
け
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
私
み
た
い
に
税
金
と
い
う
形
で
、
人
生
を
助
け

ら
れ
る
人
は
必
ず
い
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
ま
だ
中
学
生
だ
か
ら
と
い
い
税
金
に
関
心
を
も

た
な
い
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
税
金
の
使
い
道
を
し
っ
か

り
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
在
り
方
か
ら
目
を
そ
ら

さ
ず
向
き
合
い
、
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

税
金
は
一
人
で
は
な
く
日
本
国
民
全
員
が
つ
く
っ
て
い

く
も
の
だ
。
だ
か
ら
誰
か
一
人
で
も「
自
分
が
い
な
く
て

も
。
や
ら
な
く
て
も
。」
と
思
っ
て
い
た
ら
日
本
は
崩
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

そ
れ
は
国
民
全
員
で
納
税
の
義
務
を「
負
ふ
」
こ
と
だ
。
そ

し
て
力
を
合
わ
せ
、
日
本
を
創
る
の
だ
。

　

だ
か
ら
私
は
、
税
金
で
日
本
を
支
え
、
創
っ
て
い
き
た
い
。

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
壮
健
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
天
災
が
多
発
し
、
そ
の
被
害
も

甚
大
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」の
諺
ど

お
り
、
改
め
て
防
災
意
識
の
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
災
害
が
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
、
今
年
も
力
を
合
わ
せ
、
魅
力
あ
る
情
報
誌

の
制
作
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も〈
い
ず
み
〉の

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
委
員
長　

小
室
由
紀
子


